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日本の平野(その2)

関東平野

��

執簸に当たって

改めて述べるまでもなく関東平野は本邦のもっとも

大きな代表的な平野である.そればかりでなく日本

の人口の約2割がこの平劉こ住んでおり首都東京をそ

の中に擁していることとあいまってこの平野g重要性

は他の諸平野とは比較にならないほど高いのである.

それにもかかわらずこの平野の利用にその地質学的

性質カ童よく生かされてv･るとはv･えないのカミ現実である･

このような人口密集地帯においては自然条件の活用に

はいろいろな制約カミあるが他の平野の場合と同様に

この平野の既知の地質学的性質でさえ広く一般に知られ

ておらずまた研究者の多くカミいまなお象牙の塔にこ

もっていることがこの傾向に拍車をかけていることも

否定できない.著者を中心とする地質調査所の平野の

地質学的研究はまだその緒についたばかりであるポ

このような情勢を少しでも打破しまた私どもの仕事

の一端を理解していただくくためにできるだけ新しい

資料に基づv'て関東平野から順次本邦の代表的た平野

の地質学的性質を紹介して行くことにする.

1､位騒

地図を見ればすぐわかるように関東平野は本州島の

曲り角に位置してv'るがこれはその生い立ちの象徴と

もいえる重要な事実である.

おさむ

福国理

2.面欄

関東平野は東西･南北ともに約150kmの地域を占め

ている.しかしその中には海域もありまた山地

が張り出しているところもあるので常識的な平野部の

面積は約16,000km2と算出されわが国の全面積の約

4.3%を占めてV･る計算になる.

3.地形

常識的に関東平野としてとり扱われている地域は沖

積地台地および低v･丘陵地からなり地質学的に見る

と主として鮮新世の中頃以降の各種の堆積物で埋めら

れた大きな盆地であって地形的にも東京湾頭および鹿

島灘に面したところを除げば大体高低さまざまな台地

によってとり囲まれていると見ることカミできる(第1

図).この平野の中でもっとも大きな面積を占めている

のは開析台地であってこの台地を開析した多数の河川

の沿岸には沖積地が台地に次ぐ面積をもって発達して

いる.沖積地の中には九十九里浜のように海岸平

野にほカ咋らないものもある.これらに対して丘陵

地の面積は比較にならないほど小さい.

東京湾

横浜

4.生い立ち

さてv'よいよ関東平野とはどういうものかという問

題の解説に入るわけであるがそれにはこの平野の生

い立ちを順次述べて行くのが一番理解しやすい方法と

思われる.

4.1.誕生

何によらず物事の起源の問題はわれわれの興味をそ

そるが研究する立場にあるものとってはこれほどむ

ずかしい問題はたいといってよv･.この際まず問題に

たるのは起源をどこに置くかということであるが日

本列島の起源が一般に秩父地向斜の誕生に置かれている

ように関東平野についてもほとんど異論の出る余地

の加･その起源を考えることができる.

第2図に示すように関東平野は古い地層(変成岩類

を含む)や火成岩からなる山地によってとり囲まれてい

と蓼のこ

る.関東山地足尾山地帝釈山脈八溝山脈(鷲子･

と｡あし

鶏足･筑波の3山塊を含む)阿武隈山地銚子陸塊およ

び峯岡山の名で呼ばれているものカミそれである,これ

第1図関東平野の地形

1:沸積地2:台地3:丘陵地

4:山地5:火山斜面(貝塚1958)�
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ε

銚一戸

㍗

第2図関東平野を囲む山地の地質第3図

a～b:岩村岡～香川線｡～d:五目市～川上線

らの山地をつくっているいわゆる基盤岩類が関東平野

の下にも伏在していることほ明らかであるカ茎現在では

天然ガス鉱床の探鉱･開発に伴う地震探査(地震｡重力)

や坑井の掘さくによってその具体的な状態がかなり明

らかにされている(第3図).このようにこれらの古

い地層や火成岩が関東平野のいわば骨髄をつくっている

のである沸平野をつくっている若い地層はその内側に

あるのだから骨酪といってもこれは甲殻類に見られ

るような外骨酪である.

明治の初年恒ナウマン(瓦.Naumann,1885～1887)が

フォッサマグナ(FossaMagna)を提唱Lて以来一般

に日本列島はこれを境として東北･西南の両目本に分け

られるものとして今日に至っている,そして西南日

本には中央構造線(Medi狐1ine)をはさむ内･外面帯

の対立沸ありまた外帯には岩層の規則正しい帯状配

列が見られることもよく知られている.関東山地には

この西南日本の外帯の特徴がそのまま認められるぱかり

でなく中央構造線の延長と考えられるものもその北東

部に追跡されるのでフォッサマグナの出現以前には

この山地カミ西南日本と一続きの山脈を形成していたこと

は明らかである(第4図).この山脈が形成されたの

は一般に白亜紀の中頃とされている.

大局的に見ると赤石山地と同様に関東山地におい

ても時代未詳の中生層古生層および変成岩類が外

側から内側に向って順次規則正しく並んでいるカ茎第3

図から明らかなようにこのような岩層の配列がその延

長方向に当る関東平野の下でもだいたい認められる一

これに対して現在の利根川の流路の北側にある足尾山

地｡八溝山脈阿武隈山地の地質構造相互の問には関

関東平野の下1こ伏在する先新第三系と関東構造隷

連性カミほとんど認められない｡

このように関東地方の基盤

構造にはほぼ現在の利根川

の流路を境とする著しv･対立

か見られる.この関東地方

のもっとも顕著匁構造地質学

的特徴の成因については先

に述べたようにフォッサマ

グナ形成以前には西南日本と

一続きの山脈をなしていた関

東山地力童合目では前者の東

端部の赤石山脚こ対して約

90｡回転した位置を占めてい

る事実といっしょに考えるこ

とによって一麻の説明のい

とぐちをつかむこと雅できる.

すなわち白亜紀の中頃に当時

のアジア大陸の東縁部に一大山脈が形成されたのである

カミその後この山脈の太平洋側への相対的な移動に際し

もっとも大き匁抵抗にあったところにフォッサマグナカ茎

生じて赤石｡関東の両山地力三ほぼ今日のような配置を

とったのに対し抵抗の少たかった関東中部以北は相対

由に著しく東方へ移動した.この際抵抗の少ないと

ころの南端部に当るところでは無理な引きずりが行な

われたために関東山地と足尾山地の間および後者と八

溝山脈の間に見られるような地溝状の地帯を生じた.

関東構造線はこのように相対的に東方へ移動した部分の

南限を画するものであって通常構造線と呼ばれている

ものとその性格を著しく異にしている･

勢4

第4図自亜紀の中頃の日本列島

1:対島盆地2:中九州赤色盆地(小榊941)�
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第3表.関東地方の中新統(その3閥東山地東縁部)

矢振鳥山犬子･袋田太田荷慾

第2表関東地方の中新統(その2

箇岡廃''郎
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第5表閲東地方の中新統(その蟻砺木1淡城爾県下)

でほこのような性質をもった関東構造線はどこを

通っているのであろうか.これについてはいるいろ

な見方カ茎できると思うが群馬県の下仁閏地方の南蛇丼

層や春目部･竜ガ崎の両坑井1こおいて確認された圧枠

岩類の分布およぴ一部地震探査の結果に基づいて著者

はこれを第3図に示すよう熔推定している一八溝山脈

の南側には鳥山菅生沼断層と呼ばれる酉落ちの大断層

のあることが地震探査によって細られておりその南部

が野田と水海道の聞を通っているので厳密にいえぱ

この断層を境として関東構造線のずれがあるはずであ

るが水平方向におけるこのずれは大きなものではなく

第3図程度の図においては現われてこないものとして

差しつかえないようである.

関東平野はこのようにしてほぼ現在の配置をとるに

至った足尾山地およぴ八溝山脈と関東構造線以南の関
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第4表関東地方の中新統(その4群馬県下)

東山地･峯岡山･銚子陸剃ことり囲まれた堆積盆地の新

第三紀層の上に形成されたものであり上に述べたよう

にその起源はフォッサマグナの形成とも密接な関係を

有するものと考えられる.別の見方をすれぱ秩父地

向斜の形成に端を発し白亜紀の中頃の大山脈の形成に

まで発展した造山帯の解体によってフォッサマグナや

関東平野の基礎カ茎つくられたのである.またナウマ

ン以来東北｡酉南両目本の境界は一般にフォッサマグ

ナに置かれて〉'るが上に述べたことからも明らかなよ

うにこれを関東構造線に置く方カ茎はるかに合理的であ

る.さて以上のような関東平野の誕生の時代である

がそれカ茎中央構造線の形成後す桂わち白亜紀の中

頃以降であることは明らかである.またこの時代の

上限につv･ては多くの学者によっそ認められているよ

うに常磐炭田およぴ水戸市東方の郡珂湊海岸に分布す

る白亜紀後期の地層の堆積前と考えておいてよかろう.

す衣わちヨｰ回ツパで組み立てられた標準地質年代区

分によれぽ関東平野の誕生はアノレビアン(A1bian)後

セノニアン(Senonian)前のある時期に行なわれたもの

と考えられる.

4.2.塞盤の塾本型の形成

前節に関東平野の誕生ということばを便ったがこれ

は現在のようた平野の出現を意味するものではたく将

来平野と注るべき運命か定まった時をもってその誕生と

したのである.その後漸新世末に至るまでの関東地方�



一17一

階�亜階�軟体助物�商等有孔虫�植物�嚇乳動物

M｡��逗子動物群(商都〕東棚倉鋤物務(北部)���

Mg��門の沢動物猟1j�舳鮒ε1刷一δp哩榊11㎜��肌5㎜曲1困

M2��門の沢鋤物群(沿蜂)既子内勤物群(沖合)�工ψdo螂1{附〃王｡醐呂'而｡�台畠植物群�Co伽ω匝〃j附D榊｡的1蝸

�M｡畠�門の沢動物弾到�工即肋岬1三蜆r舳｡馳ρ･三･｡�台島植物群�

����

�M舳�浅見鋤物群の強存老と門の沢鋤物群の先駆着の混合岬��阿仁合植物群�

第6表

関東地方における

中新統の各階の古

生物学的特徴

ω内湾和ではWo甘岬を産する121わずかに浅貝醐物群の残存者を含む13j内湾相でほWco岬〃厄を広く産する

については当時の堆積物がほとんど残されていな〉'た

めじゅうぶんな裏づげをもった地史を組み立てることは

不可能である.しかし日本全域について見ても数

千万年近いこの時代は北海道および九州を除v･て著し

い海進を受けなかった時代であり当時の海成層の見ら

れ在v･関東地方か陸域にあって長い間侵蝕にさらされ

ていたことほ想像にかたくたv･.前節こ述べた関東構

造線の形成に際して生じた地溝状の地帯は無理な引き

ずりと水平的な動きによって破砕され山塊部にくらべ

て侵蝕に対する抵抗力カ茎弱くなっているはずであり長

い侵蝕期間にこれらの地帯沸著しく低下し関東平野の

基盤の基本型が形成されたのである.

4.3.遠野時階

第三紀は一般に古い方から暁新･始新｡漸新･中新1

鮮新の5世に細分されまた漸新世までの3世は古第

三紀中新･鮮新の両世は新第三紀と2つにまとめられ

ているがこれは第三紀の中頃に世界的た地殻変動が行

なわれたことを反映したものである｡本邦においても

中新統の基底にほ顕著な不整合の存在が全国的に認めら

れ日本列島もこの世界的な地殻変動の影響下にあった

ことカ漁られているかζれをさらに明確にするにほ

なるべく新｡古画第三紀の境界付近の地層カミそろってい

るところで不整合を確認する必要がある.幸い関東

地方付近においてはこのような不整合淋常磐炭田の

白水｡湯長谷の両層灘の聞に知られている,前者は始

新世の中貿から漸新世の中頃にわたりまた後者は中

新世の初めから中頃にわたる時代の地層であるからこ

の不整合によって日本列島もこの世界的注地殻変動の

影響下にあったことを明確に知ることができる.この

細ど卯

不整合は常磐炭田地域内の遠野町付近でよく見られるの

で著者は本邦における古第三紀末の地殻変動に遠野時階

の名を冠して呼んでいる､関東平野の基盤構造にはこ

の時階の地殻変動によるものも含まれているはずである

カ書これと関東構造線の形成に伴ってできたものとを区

別することは容易でなv'.しかし関東平野の中央部

に伏在してV'る鳥山～菅生沼断層(第5図)のように

中新世の初期から中期(次節参照)までの地層を切り

後期(同上)の地層にはほとんど影響を与えてv'ない大

規模な断層の起源はこの断層に切られた地層の発達状

態から見ておそらくこの時階の地殻変動にありこれ

らの地層の堆積期間を通じて次第に落差を増して行っ

たものと考えられる.

4.4.中新憧

関東平野の周縁部には中新統に属する地層が広く分布

している.これらの地層を注意深く対比して見ると

第1表ないし第5表に示したようになり各表の左端に

見られるようにM1恋いしM4の4階に区分されるこ

とが知られる.また第6表に示した各階の古生物学

的特徴から見てこれら各階の堆積時代をそれぞれ中新

世の初期1前期･中期･後期と考えて大きな誤りほ狂い

と考えられる.
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第5図関東平野の基盤面等深線図

a～b:鳥山～菅生沼断層.

c～d:八王誇線(石井1962)�
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4.4.1.初期(第6図)

この時代の主要匁海域は関東平野の西部にあった.

北酉部で信州方面に通じていたこの海域には非火砕質

の正常な海成層の堆積が行なわれてv'た.そして秩

父盆地および栃木県南部はそれぞれこの海域の大きな

支湾をなしていた.一方舟択山塊からその東方にか

けては主として火成砕屑物を堆積した海がありこの

海の堆積物は丹派～高麗山～葉山～保田の順に火成砕屑

物の含有率を減じておりかっこの順に砂泥などの非

火砕質の正常な海成堆積物の含有量を増している.こ

の多量の火成砕屑物カミ堆積した地帯は後に丹沢～峯岡

隆起帯として陸化し最後まで関東平野の一部と在らな

かったところであって先に述べた非火砕質の正常た海

成層の堆積ポ行なわれた地帯がその後も著しい沈降地

帯として存続し現在では関東平野の西半部と淀ってv'

るのと著しい対象を注している.またこの時代の

火成砕屑物の堆積は利根川上流地域および足尾山地･

八溝山脈間の低地帯におv'ても行なわれ前者は海域に

連なるものであるポ後者は陸域にあったものと考えら

れる.

4.4.2.前期(第7図)

この時代の海･陸の分布は三浦半島および房総半島

の南部が一部陸化したすなわち丹涙･峯岡隆起帯か

誕生したと考えられる点を除いて前の時代のものと大

差なかったが海域は一般に拡大･深化した.また

足尾山地･八溝山脈聞の低地帯では多量の火成砕屑物

"'､.

�
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鰯砂岩｣､㍗篶･腎
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第6図関東地方の古地理

(その1中新世初期)

を含む陸成層の堆積が前の時代に引き続いて行なわれ

ていた.

4.4.3.富士吉岡時階

第1表ないし第5表から読みとれるように中新世の

前期から中期への移行期に関東地方およびその付近の

広範囲にわたって大規模な地殻変動が行なわれた.

この地殻変動をもっとも適確に記録しているのは丹沢

山魏の北部に見られる古屋･河口両層群間の不整合であ

る.すなわちここではM2階に属する河口層の上に

M3階に属する古屋層が明瞭な傾斜不整合をもって重衣

っている.そこでこの不整合の露頭がある富士吉岡

市の名をとって著者はこの地殻変動に富士吉田時階の

名を冠して呼んでいる.この時階の地殻変動は摺曲･

断層および各種の火成活動を伴う大規模なものであった.

4.4.4.中期(第8図)

富士吉田時階の地殻変動の結果関東地方の海陸の分

布にほ相当な変化が生じた.すなわちこの地方の南

西半靱こおいては秩父｡五目市の両盆地力茎完全に陸化

し丹択～峯岡隆起帯がはっきりした形をとるに至った

のに対して北東半部におv'ては足尾山地と八溝山脈

の間および後者と阿武隈山地の間の低地が広範囲にわた

って海域となった.この時代の前半の堆積物は大谷

石で代表される火成砕屑岩類から在っていることが多い

洪これは富士吉田時階の地殻変動の余波が火成活動と

なって現われたことを示しているものと考えられる.

㍗

第7図関東地方の古地理

(その2中新世前期)�
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このような火成砕屑岩類は地表ばかりでなく関東平

野の下にも広く分布していることカミ春日部層序試錐は

じめ数本の試錐によって確かめられている.

4.4.5.東松山時階

第1表ないし第5表から明らかたように中新世の後

期の地層すなわちM･階に属する地層の基底には

広範囲にわたって不整合力茎認められるぱかりでなく水

期と中期すなわちM3階に属する地層の分布には欠

きた変化が見られる.そこで関東地方においては

中新世の中期と後期の間に大規模な地殻変動カミ行なわれ

たことに在るが上に述べたような関係がよくわかる埼

玉県の東松山地方の名をとって著者はこれに東松山時

階の名を冠して呼んでいる.鳥山～菅生沼断層や八王

子線(第5図)のようにこの時階に主要在活動を行な

った大規模な断層もありまた比企丘陵で見られるよ

うに富士吉田時階に原型がつくられこの時階に再び

変形を受けた断層を伴う強い摺曲構造もあるポこの時

階の地殻変動の特徴はむしろ海域の分布に大きな変化

を与えたところにある.

4.4.6.後期(第9図)

千葉県の北西部や茨城県鹿島地方のように東松山時

階の地殻変動後に海域かひろがりあるいは新しく海

域となったところもあるカミこの時代の海域は前の時代

のものよりかなり縮小しまたさらに海域の縮小は
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鱒響図鱗灘地力迂)他地灘

(その3中新世中期)

この時代の終りに向って次第に進行した｡このような

傾向を反映して房総半島および三浦串島北部の限られ

た地域を除いて広範囲にわたる陸化か行恋杓れた串

このような傾向を反映してこの時代には各地で厚い礫

岩層が形成された.ごの時代の吉地埋のもりとも大蓄

な特徴は現在の関東平野の西半部紀屍られる砦相の顕

著な対立である.すなわち第9図からも明らかなよ

うにこの時代にはほぼ東松山と船橋を結ぶ線を境と

してその北東側には礫質岩層のまた南西側には泥

質岩層の堆積が主としそ行なわれていたのである.

(筆者は燃料部石油課)

付記今回は関東平野の生い立ちまでを完結させる予定であ

ったが著者の公務多忙のため鮮新世以降を次回にまわさざ

るを得なくなった本稿のうち関東平野の誕生の部分は著者

の新しい構想に基づいてとりまとめたものであるがこの地方

の中新世の地史についてその基となった資料その他のくわし

いことまで望まれる方々は下記の文献を参照されたい

参

石井

鎮西

福田

考文献

基擦1962関東平野の基盤:肩曲技術協会誌27巻

6号615～640頁

清高1963東北日本の新第三紀貝化石群集の変蓬:化

石5号20～26真

理･肩和囲靖章1964関東地方の地質と天然ガス鉱

床の探鉱･開発への序章:眉曲技術協会誌

29巻1号3-21頁
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第9図関東地方の古地理

(その4中新世後期)�


